
平 成 ３０年 度 定 時 社 員 総 会 が開 催 されました！ 
 

 

日  時  ： ５月１３日(日) 午後１時半～ 
 

会  場  ： 如水会館(東京都千代田区) 
 

次  第  ： 開 会 

理事長あいさつ 

来賓あいさつ 

 韓国 李孝石文學宣揚会 

     理事長 河 弘均 

表彰 功労表彰 
ＳＯＢＡＭＥＩＳＴＥＲ認証 

感謝状贈呈 

議長選出 

議 事 

第１号議案 

 平成 29 年度 事業報告案 

第２号議案 

 平成 29 年度 決算報告案 

 第３号議案 

 平成 30･31 年度  役員選任案 

第４号議案 

組織改正案 

第５号議案 

 平成 30 年度 事業計画案 

第６号議案 

 平成 30 年度 予算案 
第７号議案 

 その他 
 

  参 加 者 数 等： 出席者 74 名、委任状110 通、議決権数276 (会員数 254) 

 

 開 催 概 要 

   一般社団法人化から５年目を迎えた、第５回定時社員総会(一般社団法人では法律上、

総会を｢社員総会｣と呼びます)が開かれ ました。法人化５年目の節目の総会 が開催される

ということで、友好団 体である ｢(社)李孝石 文學宣揚 会｣から３名(理事 長･河 弘均、弘報

理事･李 千 基、顧問･李 鎬淳 敬称略 )の方々が遠く韓 国から出席 していただき、来賓と

してごあいさつをいただきました。その後、永年にわたって理事を務めていただいた方へ々

の功労 表彰、ＳＯＢＡＭＥＩＳＴＥＲ認 証授与 がありました。事務局 長から参 加者数 の報告

の後に、西日本支部 の篠原美文 さん(尾道そば道 場)を議長に選出 して議事に入 りました。

上記１～７の議案 が本部 から上程 されて、提 案説明 の後 に質 疑 に入 りました。 出席会員

から活発な議論が行われましたが、すべて原案通り可決承認されました。 

  役員改選では、永く副理事長を務められた北村忠一氏と唐橋 宏氏は相談役に就き、副

理事長には山本 剛氏(西日本支部)と板倉敏和氏(東日本支部)が新たに就任しました。 

以下に、｢平 成３０年 度 重点 方策｣｢全麺協組 織図(改 正後)｣｢全麺協 役員(平 成３０・３１

年度)｣を掲載するとともに、定時社員総会と交流会のスナップ写真を掲載いたします。 

                                         (報 告 :広報渉外部 谷 端 ) 

理事長あいさつ 

如水会館 



【平 成３０年度 重 点 方策】 
 

１．全麺協正会 員団 体所属 構成 員の個

人 会 員 、 正 会 員 団 体 無 所 属 特 別 個

人 会 員 の加 入を 促 進 し、 強固 な財 政

基盤の確立を図る。 
 

２．全麺 協の各 支部 の業務 推進 体 制を

強 化 し、 本 部 と協 調 し積 極 的 な事 業

を展開して全麺協の拡充を図る。 
 

３．主 幹 事 業 である 素 人 そ ば打 ち段 位

認定制度は、上位段を 創設する ととも

に、 更に受験 者 の立 場 に立っ た審 査

要領を確立して完成度を高める。 
 

４．全麺協 「そ ば道 基本 理念 ・そ ば道 憲

章 」の啓 発 浸 透 を 図る とともに、 日 本

の伝統食文化 「手打 ちそば」をそば打

ち技能だけではなく精神性も合 わせて

正しく継承する。 
 

５．全麺協本部・支部の人的交流を活発

化 する と共 に、 情 報 交 換 を 積 極 的 に

行 っ て協調 体 制を 強化 させる とともに、

四支部の独自 性を尊重しつつ組織体

制の平準化を図る。 
 

６．全国各地の自治 体(特 に段 位認定 者空白 地域)および各 種関 係団体 との連携を深

め、そばによる地域振興に対する社会貢献活動を積極的に推進する。 
 

７．全麺協の主要事業である「日本そば博覧会」「そば大学講座」は、現状に合わせて見

直しを行い、全麺協組織内だけでなくそば愛好の一般市民を取り込 んだ事業とするな

ど新しい視点を持って積極的に推進する。 
 

８．日麺連主催の「全国そば打ち高校選手権大会」に全麺協は共催団体として深く関わ

って、協 力、支 援活 動を積極 的に行うと共 に、大 学生 のそば教室、 体験講 座等を積

極的に実施して若者に対してそばの理解、浸透を図る。 
 

９．全麺協の新たな基幹事業とするべき、そば文化の知識に関わる「そば検」（そば検定

制度・仮称）の早期発足に向け、専門チームを編成して具体化作業に着手します。 
 

１０．モンゴル国との国交親善を深めるために、同国におけるそば祭りへの参加から国際

化の中での「手打ちそば」の技能普及活動を積極的に推進する。 
 

１１．２０２０東京オリンピック、パラリンピック開催時の麺ロード開設 に向けた諸準備を関係

自治体、団体との連携を図りつつ推進する。 
 

１２．全麺協の事 務を一部 外部 委託するなど 合理化 、効率 化を図る とともに事 務局体制

の充実強化を図る。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平 成 ３０年 度 定 時 社 員 総 会  スナップ写 真 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長あいさつ 会場内の様子 

来賓あいさつ 篠原美文 議長 

審議の様子 理事会で中谷理事長を選出 

審議の様子 山本副理事長あいさつ(交 流 会 ) 


